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The purpose of this paper is to provide details of situation taken right after Great East 
Japan Disaster by disabled people because their real situations have never been known to the 
public. The fact that the number of victims among disabled people and the elderly was almost 
double than that of general population was announced by some researchers. However there isn’t 
any evidence to explain the gap. It should be clarified by narrative evidence obtained from disabled 
residents who encountered the disaster; therefore, this research was held to get the data from 




people with disabilities living in the affected areas. To obtain those information, 11 people with 
disabilities living near Soma-city were nominated to take part in this research project. A 
questionnaire was distributed to 11 participants and four people among them proceeded the 
following interview. The content of the questionnaire consists of general questions as well as both 
open-end and closed questions. The questionnaire is added as appendix-1 and some answers from 
the questionnaire and the interview that are related to their first action at the occurrence of the 
earthquake are shown in charts and figures in the context of this paper. This research is held as a 
pilot study of the main research to know disabled people’s actual situations and evacuation 
processes taken right after the disaster. This information will hopefully be utilized to improve the 
quality of evacuation plan for disadvantaged populations to save their life from natural disasters 
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表 1 わが国における自然災害による犠牲者 （1960～2015 年） 
震災名（発生年月日） 死亡者 行方不明 負傷者 
チリ地震津波（1960 年 5 月 23 日） 死者・不明者合計 142 人 － 
雲仙普賢岳噴火（1990 年～） 41 人 3 人 11 人 
平成 5 年北海道南西沖地震（1993 年 7 月 12 日） 202 人 28 人 323 人 
平成 6 年北海道東方沖地震（1994 年 10 月 4 日） 10 人以上 － 437 人 
阪神・淡路大震災（1995 年 1 月 17 日） 6,434 人 3 人 43,792 人 
新潟中越地震（2004 年 10 月 23 日） 68 人 － 4,805 人 
東日本大震災（2011 年 3 月 11 日） 15,894 人 2,563 人 6,217 人 

















































葉・東京・新潟・山梨・長野の 1 都 15 県の訪問
介護事業所および訪問看護事業所を対象とし、
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通う障害者 11 名である。3 月 11 日当日、相馬市
および周辺市町村で震災を体験した彼らに対し
てアンケートおよびインタビュー調査を行った。









島県の東北端に位置し、平成 23 年 2 月末当時の
総人口は、38,054 人であった（2011 年 2 月末）。









1,903 人（震災当時の数）のうち 23 人が犠牲に
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なったと報告されている（立木 2013)。 










肝臓機能障害の 7 つの障害）（469 人）、肢体不自
由（899 人）であった（障害者支援、2016）。精
神障害における内訳は、1 級（重度）：23 人、2 級


























（H27 年 4 月 1 日現在） 
精神障害者保健福祉手帳 
（H27 年４月 1 日現在） 
療育手帳 
（H27 年 3 月 31 日現在） 合計 
交付者数 1,616 人 172 人 315 人 2,103 人 
出典：障害者支援、福島県 HP より 
 
表 3 回答者の属性 
年齢 
性別 20 代 30 代 40 代 50 代 合計 
男 1 人 1 人 4 人 2 人 8 人 
女   1 人 2 人 3 人 
 
表 4 アンケート回答者が所持する障害者手帳の種類と等級 
種類 養育手帳（B 級） 精神障害手帳（1 級） 精神障害手帳（2 級） 合計 
人数 1 人 1 人 9 人 11 人 
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表 5 震災直後の行動 
避難所に行った １人 
家（仕事場、会議室）の中でおさまる
のをじっと待った 1 人 
車を停止させた 1 人 
小学校の敷地内に一斉に避難した 1 人 
逃げた 2 人 
テーブルの下にもぐった 1 人 
ドアを開けた 1 人 
安全な場所で立ちすくんだ 1 人 
建物から外へ出た 1 人 
牛のエサや牧草を運んでいて、立ち止
















表 6 地震発生時、頭に浮かんだことは何ですか。  
家に帰れない 1 人 
いつ地震がおさまるのか 1 人 
家族のこと 1 人 
飯舘村の放射能と全村避難 1 人 
大津波と福島の原発 1 人 
恐い 1 人 
逃げること 1 人 
薬 1 人 
めまいかと思った 1 人 
大津波 1 人 
分からない 1 人 
 




表 7 避難する際の判断 
家族・知人からの勧めから  3 人 
警察からの勧め  2 人 
防災無線によって  2 人 
テレビをみて  1 人 
自分の判断から  2 人 
無回答  1 人 
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表 8 避難までに要した時間 
避難までにかかった時間 人数 
直後 1 人 
10 分 4 人 
30 分 3 人 
1 時間 1 人 
1 日 1 人 
数日後 1 人 
 


















2016 年 2 月 23 日に 4 名へのインタビューを行
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[ 基本情報  ] 
１）年齢：   才  
２）性別： 男 ・ 女  
３）現在の居住地：  
４）震災前の居住地：            
 




８）地震発生後、津波が来ると思いましたか？（はい ・いいえ）  
９）地震発生後に、建物の屋上や、高い場所、避難所や知人の家など、より安全な場所に避難
しましたか。（はい ・いいえ  ）  
９）で はいと答えた場合  
１０）いつ、どこに、どのような手段で避難しましたか。  
１１）なぜ避難したのですか。（自由回答もしくは選択）自分の意志で /テレビやラジオの








[ 災害時避難への事前準備など  ] 
１７）今までに避難を想定した訓練などに参加したことはありますか。  













[ 健康について  ] 
２２）震災前より持病のために通院または服薬していましたか。（はい・いいえ）  
２３）震災後、体調に変化がありましたか。（はい・いいえ）  
  はい：具体的に  
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